
日
、
東
京
都
内
で
「
Ｔ

15
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
！

・

中
央
行
動
」
が
開

10

15

か
れ
全
国
か
ら
８
千
人
が

結
集
。
鶴
岡
か
ら
も
庄
内

農
民
連
か
ら
渡
部
正
一
会

長
を
は
じ
め
４
人
が
参
加

し
、
菅
井
巌
市
議
も
会
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
日
本
共
産

党
、
社
民
党
、
自
由
党
の

国
会
議
員
も
参
加
、
連
帯

の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
、
開
口
一
番

「
国
民
に
は
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
審

議
を
め
ぐ
り
）
黒
塗
り
の

文
書
し
か
出
ず
、
自
民
党

内
で
は
白
紙
領
収
書
が
許

さ
れ
る
。
こ
ん
な
デ
タ
ラ

メ
が
許
せ
る
か
」と
訴
え
、

早
期
承
認
あ
り
き
の
安
倍

政
権
の
暴
走
ぶ
り
を
批

判
。
多
国
籍
企
業
の
た
め

に
関
税
撤
廃
を
し
、
国
民

生
活
に
甚
大
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
経
済
主
権
を
売

り
渡
す
亡
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
を
、
国
会
内
外
で
力
を

合
わ
せ
て
批
准
を
阻
止
し

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
ト

ラ
ク
タ
ー
を
先
頭
に
銀
座

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
庄
内
農
民
連

の
小
林
隆
範
事
務
局
長

は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
だ

け
の
問
題
で
な
い
、
地
域

経
済
、
国
民
主
権
全
体
を

壊
す
も
の
で
絶
対
に
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
地
域
で
共
同
を
広

げ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。
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自
民
と
県
政
ク
が
非
公
開「
会
派
会
議
」

し
た
こ
と
に
つ
い
て
自
民
党
が
会
派
会

議
で
取
り
上
げ
、
「
知
事
が
議
運
で
説

明
せ
よ
」
等
と
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

前
県
議
は
勿
論
、
知
事
後
援
会
も
正

す
べ
き
点
は
正
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
議
論
が
県
民
に
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
問
題
で

す
。
県
政
グ
ラ
ブ
代
表
は
「
県
民
に
説

明
で
き
る
議
会
運
営
に
努
め
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
努
力
を
求
め
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
共
産
党
を
３
人
以
上
の

議
員
団
と
し
て
、
議
運
に
委
員
を
送
る

事
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
県
議

関

徹
）

国
会
で
も
地
方
議
会
で
も
、
議
会
運

営
委
員
会
（
議
運
）
が
設
置
さ
れ
、
議

会
日
程
や
議
事
の
進
め
方
等
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
形
県
議
会
で

も
そ
の
会
議
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
議
運
の
前
に
自
民
党
と
県

政
ク
ラ
ブ
が
非
公
開
の
「
会
派
会
議
」

を
行
い
、
議
運
の
議
題
は
実
質
的
に
こ

の
会
議
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
の
９
月
議
会
最
終
日
の
５
日
、
本

会
議
の
開
会
が
６
時
間
余
り
遅
れ
た
こ

と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
政

務
活
動
費
の
不
正
支
出
で
辞
職
し
た
前

県
議
が
、
知
事
を
応
援
す
る
趣
旨
の
会

合
の
会
場
代
に
も
政
務
活
動
費
を
支
出

に
つ
い
て
早
坂
都
市
計
画

課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
13

年
に
策
定
し
た
「
都
市
計

日
、
鶴
岡
市
立
加
茂

16
小
学
校
の
閉
校
式
と
思
い

出
を
語
る
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
校
は
明
治
７
年
の
開

校
か
ら
１
４
２
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
市
教
育
委

員
会
の
複
式
学
級
解
消
の

学
校
統
廃
合
計
画
に
沿
っ

て
今
年
度
で
閉
校
し
大
山

小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

閉
校
式
と
児
童
の
発
表

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
加
茂

小
学
校
に
関
す
る
歌
を
全

児
童
で
合
唱
し
ま
し
た
。

児
童
代
表
の
田
澤
健
太

郎
さ
ん
（
６
年
）
は
「
永

遠
会
、
ヨ
ッ
ト
学
習
、
竹

馬
運
動
会
な
ど
加
茂
小
で

し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と

が
で
き
た
。
加
茂
小
は
心

の
中
で
ず
っ
と
輝
き
つ
づ

け
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

加
茂
小
に
６
年
勤
務
す

る
男
性
教
員
は
「
加
茂
小

は
日
本
一
、
世
界
一
、
宇

宙
一
素
晴
ら
し
い
学
校

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が
市
議

会
市
民
文
教
常
任
委
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

「
複
式
学
級
が
あ
る
か

ら
統
合
」
と
い
う
画
一
的

な
統
廃
合
は
見
直
す
べ
き

で
す
。

ま
た
、
渋
谷
耕
一
前
議

長
が
議
会
改
革
特
別
委
員

会
（
小
野
寺
佳
克
委
員
長
）

に
諮
問
し
て
い
た
「
議
員

定
数
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
答
申
が
あ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
「
行
財
政

改
革
だ
け
の
視
点
で
な

く
、
市
政
の
現
状
と
課
題
、

将
来
予
測
と
展
望
を
考
慮

す
る
」
「
市
の
事
業
課
題

及
び
産
業
構
造
、
人
口
、

面
積
、
財
政
規
模
、
合
併

市
町
村
数
、
小
・
中
学
校

数
等
を
考
慮
し
類
似
市
の

議
員
定
数
と
比
較
検
討
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
文
一
議
長
か
ら

は
、
答
申
に
つ
い
て
各
会

派
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

日
、
鶴
岡
市
議
会
会

18
派
代
表
者
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
「
鶴
岡
市

都
市
再
興
基
本
計
画
案
」

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

見
直
し
合
併
し
た
地
域
も

含
め
た
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
将
来
の
人
口

減
少
を
見
据
え
た
市
街
化

区
域
の
ま
ち
づ
く
り
方
針

と
し
て
の
「
立
地
適
正
化

計
画
」
の
二
つ
の
構
想
を

合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
区
域
は
鶴
岡
市
全

域
で
す
が
、
地
域
別
構
想

に
つ
い
て
は
各
地
域
の
地

域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
て

ら
れ
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成
28

年
を
基
準
と
し

年
間
と

10

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
都
市
計
画
審
議

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
を
経
て
平
成

年
２

29

月
に
公
表
・
発
効
に
な
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。



日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
（
加
藤
太
一
団
長
）
は

日
、
中
小
業
者
の
抱
え

17る
課
題
に
つ
い
て
鶴
岡
民

主
商
工
会
会
員
と
学
習
懇

談
会
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。は

じ
め
に
朝
日
地
域
の

業
者
か
ら
は
、
高
齢
化
と

人
口
減
少
に
よ
り
高
齢
者

の
買
い
物
難
民
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
平
成

年
29

４
月
か
ら
路
線
バ
ス
の
廃

止
と
な
れ
ば
い
っ
そ
う
深

刻
に
な
る
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

廃
止
さ
れ
る
４
路
線
は

大
鳥
線
（
往
復
８
便
）
・

上
田
沢
線
（
往
復

便
）

12

・
湯
殿
山
線
（
往
復
６
便
）

・
田
麦
俣
線
（
往
復
４
便
）

で
す
。

市
で
は
廃
止
路
線
の
高

校
生
通
学
用
バ
ス
（
朝
夕
）

は
維
持
し
、
日
中
は
廃
止

代
替
手
段
と
し
て
市
営
バ

ス
（
診
療
所
バ
ス
）
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
（
通
学

時
の
み
）
を
検
討
。
来
年

２
月
か
ら
実
証
運
行
を
開

始
し
、
４
月
か
ら
本
格
運

行
す
る
計
画
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
は
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
（
家
か

ら
店
舗
ま
で
）
の
送
迎
が

必
要
だ
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

に
つ
い
て
は
、
「
当
初
県

は
３
年
間
と
し
て
い
た

が
、
経
済
波
及
効
果
が
大

き
く
継
続
さ
れ
て
き
た
。

地
域
循
環
型
経
済
の
良
い

モ
デ
ル
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
で
き
る
よ
う
県
と
市

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
の
実
態

調
査
で
は
、
５
人
以
上
雇

用
の
業
者
と
な
っ
て
い
る

が
、
家
族
事
業
者
に
つ
い

て
も
調
査
を
お
こ
な
い
実

態
把
握
と
要
求
を
聞
き
取

る
べ
き
だ
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
元
業
者
の
活
性
化
の

問
題
で
は
、２
０
１
４
（
平

成

）
年
に
小
規
模
企
業

26
振
興
基
本
法
が
成
立
し
、

国
と
す
べ
て
の
自
治
体
に

小
規
模
企
業
へ
の
支
援
が

責
務
と
し
て
明
確
化
さ
れ

た
が
、
こ
の
法
律
を
地
域

で
生
か
す
た
め
に
は
市
が

中
小
企
業
振
興
条
例
を
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
業
者
に
と
っ
て
国

保
税
の
負
担
が
一
番
重

く
、
「
市
・
県
民
税
や
社

会
保
険
料
を
含
め
れ
ば
収

入
の
３
割
が
持
っ
て
行
か

れ
る
、
こ
れ
で
は
生
活
で

き
な
い
」
と
苦
境
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
国
が
国
庫
負

担
の
割
合
を
医
療
費
の
45

％
と
定
め
て
い
た
も
の

を
、
現
在
は

％
程
度
に

30

低
下
さ
せ
て
き
た
こ
と
が

重
税
の
最
大
の
要
因
で

す
。鶴

岡
市
は

年
度
に
国

28

保
税
を

・

％
も
引
き

19

38

上
げ
ま
し
た
が
、
減
ら
さ

れ
た
国
庫
負
担
分
を
加
入

者
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
強
め
、

国
保
の
負
担
軽
減
に
努
力

す
べ
き
で
す
。

鶴
岡
民
商
婦
人
部
が
出

し
た
「
所
得
税
法
第

条
56

の
廃
止
を
求
め
る
請
願
」

が
、
昨
年
９
月
議
会
で
不

採
択
と
な
っ
た
問
題
で

は
、
家
族
従
業
者
の
自
家

労
賃
を
必
要
経
費
に
算
入

し
な
い
の
は
人
権
平
等
の

問
題
で
あ
る
の
に
、
与
党

会
派
が
青
色
申
告
の
問
題

に
矮
小
化
し
て
婦
人
部
の

意
見
を
聞
こ
う
と
し
な
い

こ
と
に
批
判
が
集
中
し
ま

し
た
。

党
市
議
団
は
中
小
業
者

を
守
る
た
め
に
今
後
も
連

携
を
強
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月14日入札分

・堅苔沢地内径150粍平畑橋添架管移設工事（堅苔沢地内）（入札4業者）
(株)板垣水道 4,850,000円（4,890,000円）工期～29/3/24（落札率99.2％）

10月11日入札分
・槙代ポンプ場滅菌設備新設工事（槙代地内）（入札10業者うち1業者辞退）
(有)新興電気設備 12,000,000円（12,280,000円）

工期～29/3/29（落札率7.7％）
・本郷地内径150粍湯の沢橋添架管改良工事（本郷地内）（入札3業者）
(有)トータル設備 6,400,000円（6,510,000円）工期～12/16（落札率98.3％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月14日入札分

・鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区処理施設消雪設備工事(その2)（羽
黒町狩谷野目地内
中止

10月13日入札分
・平成28年度鶴岡市集落排水事業上郷地区(機能強化対策)管路施設改修
工事（中沢地内）（入札2業者）
日栄産業(有) 12,450,000円（12,949,000円）工期～29/3/3（落札率96.1％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月13日入札分

市営美原住宅1号棟・2号棟・9号棟屋根改修工事（美原町19-20、18-6、1
7-38）（入札9業者）
(株)渡部工業 15,900,000円（16,680,000円）工期～12/26（落札率95.3％）

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
10月13日入札分

・月山ろく11-3団地用水路整備工事(その2)（羽黒町手向字玉川地内）
中止

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は

日
、
党
員
歴

15

年
の
永
年
党
員
を
祝
う

50会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
１
９

６
６
年
に
入
党
し
た
方
々

で
多
く
は
当
時

代
で
の

20

入
党
者
で
す
。

祝
う
会
で
は
、
佐
藤
地

区
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

に
永
年
党
員
証
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

出
席
し
た
永
年
党
員
か

ら
は
、
青
年
パ
ワ
ー
で
労

働
運
動
、
学
生
運
動
、
生

協
運
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
。
哲
学
や
経
済
学
な
ど

を
学
ん
だ
こ
と
が
確
信
と

な
り
今
日
ま
で
活
動
を
続

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

年
前
は
共
産

50

党
へ
の
偏
見
や
差
別
が
あ

り
、
昼
間
は
活
動
で
き
ず

夜
中
に
ビ
ラ
を
配
布
し
た

こ
と
な
ど
の
苦
労
話
し
も

語
ら
れ
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
も
参
加

し
「
国
民
主
権
、
平
和
主

義
、
基
本
的
人
権
を
謳
っ

た
憲
法
が
変
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
憲
法
を
守

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ごみ問題学習講演会
演題
“ごみをめぐる最近の問題を考える”
講師

岩佐恵美（いわさえみ）さん
（環境・資源・廃棄物問題研究家、
元衆・参議院議員）

１１月３日(木)１：３０～３：３０
上郷コミセン２階研修室
（資料代５００円）
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路線バスは来春に大幅減便の予定


